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ワイピングについて

選手交代は、交代選手が選手交代ゾーンへ入ることにより許可される。

③

(3) ベンチスタッフ章について

②

監督は、選手交代の要求の際、どの選手と交代するか副審に通告してください。

① ベンチスタッフ章は左胸部に付けること。

(4)
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１日目

記録用紙はボールペン（青色が望ましい）で記入すること。

② 床が汗で濡れたら、先ずコート内の選手が拭くよう指導して下さい。

③ ラリー中断中のモップ掛けは、審判の指示がある時のみとします。

④

複数の選手交代は、同時に選手交代ゾーンへ入るよう選手に指導してください。

④

そ　の　他

ラインジャッジ・点示員について

タオルを首に巻いたり、裸足で行ったりしないよう注意すること。(2)

ＪＶＡ公認審判服（上下）を着用のうえ、胸に保持する資格の審判員章を付けること。

試合するチームのユニフォームと酷似する場合は着替えていただくことがあります。

(2) 中断の要求について

① タイムアウトの要求は、必ず口頭と合わせ、ハンドシグナルを明確に示すこと。

審判委員長審判上の確認

ホイッスルについて

使用する笛は、当日配布する「審判割当表」に記載する。(1)

競技規則等について

競技委員長の「競技運営の確認について」のとおり行う。

(4)

(1)

(3)

(1) 当日配布する「審判割当表」のとおり行う。

レフェリーミーティングについて

(3)

副審・記録員について

（テクニカル）タイムアウト、セット間において、モップ掛けを励行してください。

(1)

① コートに入る選手にワイピング用のタオル等を持たせること。

暴力・暴言などの行為について

ベンチスタッフ及び選手によるコート内外における暴力・暴言については厳に慎むこ
と。万一、当該行為があった場合にはルールに則り制裁する。

①

各コートの試合開始前に記録席において、主審、副審、記録員、ラインジャッジ及び点示員に
よるミーティングを行う。必ず全員が参加すること。

(1)

担当チームの責任において、登録選手のうち任務ができる人員を選出すること。ただし、登録
が少ないチームは点示員についてチームスタッフ等が担当してもよい。

(1)

チーム帯同の審判員は、平成29年度審判伝達講習会または県協会レフェリースクールを受講し
ている者とする。

(2)
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6.

ワイピングについて

Ａコートは短笛、Ｂコートは長笛を使用する。
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(4) 暴力・暴言などの行為について

(2) タオルを首に巻いたり、裸足で行ったりしないよう注意すること。

(3) 試合するチームのユニフォームと酷似する場合は着替えていただくことがあります。

(4) 記録用紙はボールペン（青色が望ましい）で記入すること。

ラインジャッジ・点示員について
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ベンチスタッフ及び選手によるコート内外における暴力・暴言については厳に慎むこ
と。万一、当該行為があった場合にはルールに則り制裁する。

② 選手交代は、交代選手が選手交代ゾーンへ入ることにより許可される。

③ 複数の選手交代は、同時に選手交代ゾーンへ入るよう選手に指導してください。

ベンチスタッフ章について

ベンチスタッフ章は左胸部に付けること。

２日目

審判上の確認

① コートに入る選手にワイピング用のタオル等を持たせること。

③ ラリー中断中のモップ掛けは、審判の指示がある時のみとします。

レフェリーミーティングについて

そ　の　他

(1)

② 床が汗で濡れたら、先ずコート内の選手が拭くよう指導して下さい。

(3) ＪＶＡ公認審判服（上下）を着用のうえ、胸に保持する資格の審判員章を付けること。

副審・記録員について

(1) 当日配布する「審判割当表」のとおり行う。

競技規則等について

(1) 競技委員長の「競技運営の確認について」のとおり行う。

ホイッスルについて

審判委員長

(1)

①

(2) チーム帯同の審判員は、平成29年度審判伝達講習会または県協会レフェリースクールを受講し
ている者とする。

(1) 担当チームの責任において、登録選手のうち任務ができる人員を選出すること。ただし、登録
が少ないチームは点示員についてチームスタッフ等が担当してもよい。

(1) 各コートの試合開始前に記録席において、主審、副審、記録員、ラインジャッジ及び点示員に
よるミーティングを行う。必ず全員が参加すること。

① タイムアウトの要求は、必ず口頭と合わせ、ハンドシグナルを明確に示すこと。

(2) 中断の要求について

①

④ 監督は、選手交代の要求の際、どの選手と交代するか副審に通告してください。

(3)

④ （テクニカル）タイムアウト、セット間において、モップ掛けを励行してください。


